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ケーススタディ

Riverside Healthcare

顧客情報

シカゴ郊外南部に統合医療サー
ビスを提供

業種

医療

IT 環境

1,950 以上のエンドユーザー	プ
ラットフォーム（携帯端末を含
む）

課題

ポリシーを施行してコンプライ
アンスを維持するために、携帯
端末にも情報漏えい対策を実装。	

ソリューション

•		McAfee	Total	Protection	(ToPS)	
for	Endpoint	Advanced	

•		McAfee	ePolicy	Orchestrator	
(ePO)	

•		McAfee	Enterprise	Mobility	
Management	(EMM)

導入結果 
•		企業データのモビリティ管理を
最適化

•		データセンターだけでなく携帯
端末でも企業データを保護

•		ユーザーの操作性を低下させず
に機能するモバイル	ポリシー
を設定

Riverside Healthcare でモバイル エンタープライズを保護

エグゼクティブ サマリー 

Riverside	Healthcare は、シカゴ近郊南部で統合医療サービスを提供している従業員 2,500 名の企業

です。Riverside	Healthcare は全米でも有名な Riverside	Medical	Center などの 4 つの組織から構成さ

れています。イリノイ州カンカキーにある Riverside	Medical	Center は 336 床のベット数を備え、心

臓病、ガン、神経外科、整形外科で最先端の医療を提供しています。

携帯端末の保護に課題

Riverside	Healthcare の IT セキュリティにおいて 3 つの課題があります。まず、HIPAA、PCI、DSS お

よび FTC を遵守すること。次に、セキュリティ管理作業を自動化し、運用を改善すること。最後に、

情報漏えいの防止です。同社では、多くの従業員が携帯電話などのモバイル端末から会社のデータ

にアクセスするため、コンプライアンス	ポリシーの施行を含め、管理作業を一元化し、携帯端末も

保護できるセキュリティ	ソリューションを必要としていました。

包括的で効果的な情報漏えい対策を提供するマカフィーのソリューション

Riverside	Healthcare は数年前から McAfee	Total	Protection	(ToPS)	for	Endpoint	Advanced でセキュ

リティ	プラットフォームを構築し、VirusScan	Enterprise、Site	Advisor	Enterprise、Host	Intrusion	
Prevention、Network	Access	Control などの製品を利用しています。同社では最近、従業員の携帯端

末を保護するために McAfee	Enterprise	Mobility	Management	(EMM) を導入し、セキュリティ	フレー

ムワークを拡張しました。現在、携帯端末を含む 1,950 以上のエンドポイントがマカフィーのソフ

トウェアで保護されています。

McAfee	EMM は、McAfee	ePolicy	Orchestrator（ePO）とシームレスに統合されています。このソリュー

ションにより、情報漏えいを心配することなく、iPhone、Blackberry、Windows	Mobile、Android な

どの携帯端末から社内ネットワークにアクセスできます。また、モバイル	アプリケーションに安全

にアクセスできるだけでなく、強固な認証機能や拡張性に優れたアーキテクチャを利用し、コンプ

ライアンス	レポートを容易に生成できます。McAfee	EMM は、ラップトップやデスクトップと同等

の保護対策を携帯端末に提供します。会社のセキュリティ	ポリシーに従って携帯端末を構成し、ネッ

トワーク	アクセス制御によりコンプライアンスを維持できます。ePO により、携帯端末をリモート

から管理し、データの消去や暗号化などの作業を効率よく行うことができます。
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